




要約:東京女子医科大学母子総合医療センターにおいて管理され退院した極小未熟児 30 例

について、就学前 6歳時に発育・発達の評価を行った。評価方法は、当研究班において作

成したプロトコールに従い、身体計測、診察、発達検査(WPPSI)を行い、運動、精神発達、

行動、けいれん疾患、感覚障害、合併症について診断した。身体発育については身長、体

重ともに正常であったのは全体で 23 例(76.6%)であり、低身長 4例は全例低体重であった。

発達については総合評価すると、正常 11 例(36.6%)、境界 12 例(40%)、異常 7 例(23.3%)

となり、境界例に対する対応が検討された。今後の検討課題としては、極小未熟児全体に

対する早期からの発達援助を含めた積極的な対応が重要であることが確認された。


